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1．はじめに　　　　　　　1・牲の実情
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学生は年々変わってきている。従来は高校を卒業
　田中がN赤十字看護専門学校の感受性訓練に関わ　　　　した健康な女子がほとんどであったが、男子にも門
ってから31年になる。その間47回の合宿訓練を担当　　　戸が開かれ、大学卒業者や就職経験者、既婚者など、
した。はじめはひとりだったが、徐々に増員し現在　　　社会経験や年齢の幅も広がってきた。同時に、幼さ
は臨床心理士5名で担当している。2年次生50名あ　　　や未熟な者も見られるようになってきた。
まりが対象である。最近の8回の合宿訓練はほぼ同
じスタッフ構成で行われた。試行錯誤の結果、プロ　　　2．学校の姿勢
グラムと構造化されたエクセサイズの内容がほぼ固　　　　学校は極めて協力的である。ほとんどの教員は感
まってきたので、これをまとめ、今後の展開に向け　　　受性訓練を受けた経験がある。合宿には副学校長と
て自らの検討資料にしたい。　　　　　　　　　　　　　2人の教員が付き、学生とスタッフの生活を全面的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にサポートしてくれる。プログラムの内容には干渉
　皿．訓練を取り巻く諸条件とプログラム構成　　　せず・ス2ツフに全面的に任せてくれる・訓練中の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学生の発言や内省等に関しては全く関知せず、距離
　基本をベーシック・エンカウンターに置くやや古　　　を保ち温かく見守ることに徹している。
典的なイメージの感受性訓練である。期間が2日半
と短く、いきなりエンカウンターを始めても深まら　　　3．スタッフの役割
ずに終わることが予測されることから、プログラム　　　　スタッフは事前に集まり、訓練の構成と内容を検
構成に関しては毎回工夫を凝らし検討が重ねられて　　　討する。エクセサイズは、事前準備がなされている
きている。訓練の基本をエンカウンターに置きつつ　　　　とはいっても、その場での臨機応変な対応が必要に
も、それをスムーズに展開させる目的で導入されて　　　なることもある。ここにおいて、臨床家が関わって
きた構造的エクセサイズの成果は手応えのあるもの　　　いるという意味合いが明らかになってくる。
である。もっとも、何が有効であるかは、学生一人　　　期間中は訓練を担当するが、その際、振り返り用
ひとりの状況と、また、個々のスタッフの特性によ　　　紙を使用する。B5版カーボン式2枚綴りで、各セ
って力動的に変化することは論を待たない。　　　　　　　ッションの終了時に、今書き留めておきたいことや
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次のセッションでの目標などを自由に書く。1枚を　　　　点ほど説明する。（a）目標はあなた方自身が達
担当のスタッフが読み、コピーは本人が持ち帰る。　　　　成する。スタッフは無理に引っ張ることはしない。
学生は訓練中ほとんどの時問を誰か他の人と一緒に　　　　（b）振り返り用紙を書く。読むのはスタッフだ
過ごさなければならない。そのような状況下におい　　　　けで、学校に対して秘密は守られる。1人で黙っ
て、各セッションの終りに実施される振り返り用紙　　　　て書き、書いている人には話しかけないこと。
の記入は、自分自身と向き合う貴重な時間となって　　　　（c）小グループは原則として3日間変わらない。
おり、次のセッションに臨む一人ひとりの目標を明　　　　　（d）外出を控え、携帯電話は原則として使用し
確化することができる。スタッフにとっては、各学　　　　　ない。
生がプログラムをこなせているか、またグループと　　　（4）さらに、心理的抵抗に配慮して次のようなメッ
して、訓練の進み具合はどうかを確認することがで　　　　　セージを追加する。
きる。訓練終了後には総括と検討を加え記録する。　　　　　　　訓練について話を聞いて不安になったり心配し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たりしている人がいるかもしれない。たとえば、
4．スケジュールとプログラム構成　　　　　　　　　　泣いた人がある、欠点を皆の前で指摘されてつる
　訓練は、初日と2日目は9時から21時までのうち、　　　　　し上げられる、仲のいいクラスが分裂した、変な
午前と午後の各3時間、夕食後2時間の計8時間、　　　　宗教みたいだなど。しかし、これらは、事実と違
最終日は午前中3時間、合計19時間である。エンカ　　　　　う。言いたくないことを無理に言わせられること
ウンターを深めるために多くの時間を割きたいとい　　　　　はない。卒業後も続く人間関係の中での訓練だか
う思いと、エクセサイズを十分に行うことで実りあ　　　　らこそ自分を守ることは大切である。一人ひとり
るエンカウンターができるのだという思いが拮抗す　　　　　の心の安全を保証するためにスタッフが居る。グ
る中で、初日の午前から午後の前半にかけての計5　　　　ループ内で語られたことを他の人に伝える時は、
時間あまりと、2日目の午後の前半の70分、さらに　　　　　誤解を招かないよう注意しよう。涙にもいろいろ
最終日の最後の90分ほどを構造的エクセサイズに当　　　　　あり、泣いたから暗いとは限らない。さわやかな
てることが、エンカウンターを促進し、訓練を無事　　　　　感動の涙もあれば、感情失禁のように本人の意志
に終了させるために有効であるとの結論に達した。　　　　とは関係のないものもある。涙からも自由になっ
次節にそのエクセサイズの概略を記す。　　　　　　　　　　て語り合えたらいい。以上のメッセージを、前も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　って伝えることにより、最終日になって、抵抗し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　続けたために成果を実感できずに終ってしまった　皿．構造的エクセサイズの概要　　　　　　　　　　　、＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　といっ言葉が聞かれなくなった。
　訓練は、全員が一堂に会して実施される構造化さ
れたエクセサイズ（Gセッションと表記する）と、　　　2．G1セッション　［身体に聴こう］
小グループによるベーシック・エンカウンターに大　　　　　　　　　　　　（1日目　9：30～10：15）
別される。本節では構造化されたエクセサイズにつ　　　　G1は、オリエンテーションに続けて行われる。
いて、オリエンテーションとG1からG5までの概　　　学生たちは、研修の宿まで約1時間バスに揺られて
要を記す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やって来る。中には自宅を早朝5時30分に出発し集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合場所にやっと間に合った、という学生もいる。朝
1．オリエンテーション（1日目　9：00～9：20）　　　7時半頃宿に到着した彼らは、疲労、睡魔、不安そ
（1）スタッフの自己紹介　　　　　　　　　　　　　　して好奇心など様々な心理状態の渦中にいる。そこ
（2）訓練の目標は事前に学校から学生に配布された　　　　から夜9時まで続く研修、そして更にその後に継続
　資料に以下のように記されている。『自己の、他　　　　する1日半の研修で、彼ら一人ひとりが、自己洞察
　者との関わり方に気づく。他人との関係で自分の　　　を深め、対人相互作用の過程で人間性を理解しよう
　行動がとれる』。これを一緒に読みながら「これ　　　とする作業に、最善を尽くして参加出来うる心理的、
　らは日頃心がけていることであるが、ここではも　　　身体的準備をしてもらう、また準備を可能にする援
　っと丁寧にゆっくり、そのことに専念してみよう」　　　助をしよう、とするのが、Glの大前提となる目的
　と説明する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　である。
（3）次に、目標を達成するためのガイドラインを4　　　　その大前提を踏まえて、セッションの目的を『身
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体に聴こう』と題し、弛緩の体験をまず試みる。弛　　　　　が肝要である。
緩の体験を通して、日頃気づかないでいる身体の動　　　　（4）学生が相互に触れ合い、各自の身体をほぐす作
きや状況、さらには心の動き、心理的刺激等を体験　　　　　業を通して、自分は他者に触れてどう感じるか？
し、意識化させるのである（準備品として、各自に　　　　　また触れられてどう感じるか？　を体験させ、ま
タオルを用意させる）。　　　　　　　　　　　　　　　　た意識化させる。
（1）教示として、「自分の身体、自分の気分につい　　　　　（同性同士パートナーになり、次の順序と方法で
　て、普段あまり意識していないかも知れないが、　　　　相互にマッサージを与え合う）
　今日は少し丁寧に関心を向けよう」と促す。自分　　　　　（ア）となりの人と同性で組み、A／Bを決め
　の身体の冷たいところ、凝っていると感じている　　　　　　　る。
　ところはどこかを意識させる。学生は、沈黙して　　　　　　（イ）Aが顔を床につけるようにして寝る（タ
　腕をブラブラさせながら室内をゆっくりと歩きつ　　　　　　オル使用）。Aの希望するところをBがほぐ
　つ、自分の感じを確かめる。合図で立ち止まり、　　　　　　してやる。
　立ったまま自分なりの深呼吸をする。　　　　　　　　　　（ウ）次にBは、Aの足の裏の上に乗り足をも
（2）仰向けに寝て自由な深呼吸を数回繰り返す。つ　　　　　　　む。続いてAの脚を上に向かって軽くたた
　いで両足上げのボー一一ズをし、どんな風にどこが緊　　　　　　　きつつ身体をほぐす。次に背中を下方から
　張しているかを各自に意識させる。次に思い切り　　　　　　上に向かってたたく。
　全身を伸ばすことを試みる。寝たままで、両腕を　　　　　　（エ）Aが坐る。BはAの肩をもみほぐし、次
　頭の上方に一杯に伸ばし左右の手を組む。脚を一　　　　　　　いで頭を軽くたたいてマッサージをする。
　杯に伸ばし踵を床かにつける。そのまま膝を曲げ　　　　　　（オ）Aの腕を肩から指先までもむ。左右順番
　ずに踵を左右交互にグイグイと床を蹴る、と同時　　　　　　　に。
　に両腕も脚と反対方向に出来る限り引っ張る。足　　　　　　（カ）次にBが床に寝る。BがしたようにAは
　の先から頭のてっぺんまで思い切り伸ばす。数秒　　　　　　　　Bに対して順に同じようにする。
　後、両腕を下げると同時に両足の力も抜く。これ　　　　　（キ）AB共に『休みのポーズ』を取る（指示
　を数回繰り返す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　があるまで）。
　　ここで全身をリラックスさせるために、休みの
　ポーズをとる。即ち両足を肩の幅くらいに開き、　　　　以上が2006年度の感受性訓練でのG1の内容であ
　左右の腕を両脇から握りこぶしほど離し、身体全　　　る。学生の状況、学生数によっても、ヨガのポーズ
　体をダラーッとさせる。天井をボーンヤリ見なが　　　等の種類は追加変更をする場合もある。いずれにせ
　ら、何処にも力や緊張がないように、何も考えず　　　　よ、ヨガのポーズやマッサージの手法を取り入れて
　にポーッとさせることが大事である。　　　　　　　　　学生をリラックスさせ、不安を除き、友人との日常
（3）ゆっくりと正座の体位をとり、両手を下腹に当　　　とは異なる関係、感覚を体験させようと試みるので
　て、そのまま空気を吸い込む。次に身体の上身を　　　ある。と同時にこれから始まる未知のセッションへ
　前方に曲げながら、バーッと空気を出し切る。次　　の、心の準備を創ることを心がけるのである。
　いで空気を一杯に吸いながらお腹を膨らませるよ　　　　G1の作業の後の学生の振り返りでは、リラック
　うにして上半身を起こす。出し切る。一杯に吸い　　　　スできた喜び、普段気づかなかった自分の身体の状
　込む。この動作を各人のペースに合わせて繰り返　　　態が良く分かった、人に触れられてこんなに暖かく
　す。上半身の筋肉の緊張、弛緩を感覚的に意識さ　　　なるものか、自分を暖かくしてくれた他者が自分の
　せる試みとして、正座したまま合掌のポーズから　　　喜びを分かってくれたら嬉しい、他者をいたわる時
　胸を開くポーズに移る。これを数回繰り返す。同　　　どうすれ良いかが少し理解できた、今までみつけな
　じく正座のまま両腕を後ろに回し、一方の手で他　　　かった自分が現れてきた、ポーッと出来て心が落ち
　方の手首を握り、握ったまま両腕を挙げながら、　　　着いた、なにか安心した、などなど肯定的な感想が
　上体を前方に倒し頭が床に着くようにする。合図　　　多く語られている。
　でゆっくりと上半身を起こす。これらの動作の後
　で、「今までの動きで何か気づいたか？　感じた
　か？　それを記憶しておこう」と学生に促すこと
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3．G2セッション［相手に耳を傾けてみよう］　　　　エクセサイズでは、実践する部分ももちろん大事
　　　　　　　　　　（1日目　10：35～12：00）　　　　　であるが、それと同じかそれ以上にこの分かち合
　初日の昼食をはさんでの2つのセッションは、コ　　　　　いを大事にする。個人的な感想や気づきが言語化
ミュニケーションのコツとして、G2で積極的傾聴、　　　　によってしっかり意識され、それが全体で深めら
G3でアサーションのプログラムを組んでいる。　　　　　　　れ共有されて種々の学びにつながるように、講評
　G2は、まずこの感受性訓練での体験が、どんな　　　　　も交えながら進める。
意味をもつのかの概要を伝える。つまり相互的コミ　　　　　2006年度の例をあげると、個々の癖などの気づ
ユニケーションが、単に相互理解・相互受容を促進　　　　　きとともに、共感と巻き込まれを混同した感想が
するという対人関係としての意味あいばかりでなく、　　　　語られたが、そこからそれらの差異や気持ちの違
個人にとっては自己概念を安定させたり、自己受容　　　　　いなどについて考えてもらい、個々の貴重な気づ
や自尊感情を高めていくなど、その人の精神的健康　　　　　きへと深めることができた。
を形成・維持するために必須のものであること、し　　　　　　最後に、G3のアサーションや小グループを充
たがってこの感受性訓練は相互的コミュニケーショ　　　　　実させるためにも、傾聴を大事にしようとつなげ
ンをどのように実践していくかの体験学習であると　　　　　て終了する。振り返りを記入してもらう。
ともに、自分の精神的成長のための大切な機会とし
て活かす態度が期待されているという点である。そ　　　4．G3セッション［自分を伝えてみよう］
してそれらを促進するための「基本的コツ」として、　　　　　　　　　　　　　（1日目　14：00～15：40）
積極的傾聴とアサーションのエクセサイズをしよう　　　　目的は、先ず普段自分たちがどのような対応をし
と語りかけ、動機付けを行う。　　　　　　　　　　　ているかに気付くこと。次に対人関係の中でどうし
　次に積極的傾聴の部分では、まず『聞く』と『聴　　　て自分が自己主張しないのか、できないのかという
く』の違いを確認し、下手な聞き方について例をあ　　　ことに気付くこと。そして関係の中で相手を大事に
げ、考えてもらう（ここまでで15分）。これにつづき、　　　しながら、自分の気持・意見も主張できるようなコ
（1）上手な聞き方とそのポイント：相手の話に集中　　　ミュニケーションをアサーションと言う言葉で捉え、
　し、興味を持って聴く。うなずき、あいつち、姿　　　アサーティブに自分を伝える体験を試みることであ
　勢や目線などに留意するよう教示する。話すテー　　　る。但し、アサーションそのものを教えることが狙
　マを「この合宿訓練への私の不安・心配・期待・　　　いではなく、この後に続く小グループでより豊かな
　目標」とし、90秒ほど話す内容を考えてもらう。　　　体験ができる為のきっかけの一つにしたいというこ
　3人グループを作り、話す役、聴く役、観察者の　　　とである。即ち、学生はコミュニケーションスキル
　順を決める。90秒話し、続けて2分間グループ内　　　が幼く、言いたいことや思いがあっても表現方法を
　で振り返りを行う。役割を交代しながら3回繰り　　　知らず沈黙していることがある。このような学生に、
　返す。その後全員で分かち合いを行う。　　　　　　　アサーティブな表現もあることを例示し、表現の準
（2）上手な聴き方のポイント：相手の気持ち・感情　　　備運動の一つとして提供することである。
　を想像しながら、注意して聴く、そのなかで自分　　　　　具体的な進め方として、解説30分、休憩10分、学
　の心の中から出てくる言葉を返す。例えば、すご　　　生のロールプレイ体験50分、振り返り記入10分と大
　いね、よくがんばったね、など。話すテーマを　　　まかに配分しておく。
　「①私が異性にのぞむこと、②忘れられない　　（1）解説ではまず我々の対応がノンアサーティブ、
　先生・友人…、③印象に残ったニュースで思う　　　アグレッシブ、アサーティブに大別されることを
　こと、のいずれか」とし、考える時間を2分とる。　　　　述べる。学生の理解の為にそれぞれの特徴から、
　メンバーをかえた3人グループで（1）と同様に　　　　　『きらわれたくないさん、自己中さん、さわやか
　行うが、話す時間は3分とする。　　　　　　　　　　　　さん』として説明する。更に夜中の長電話を受け
（3）G2のまとめ：より丁寧に全員で分かち合いを　　　　　るという場面を使って、3つの対応では具体的に
　行う。あらためて傾聴の難しさを感じたり、自分　　　　どのようになるかを、スタッフによるロールプレ
　の気づかない癖などをフィードバックされてハッ　　　　イで示す。
　としたり、話す役として聴き手の態度をどう感じ　　　　　次に3つの対応を説明する。その際、アサーテ
　たか、などをいろいろ発表してもらう。こうした　　　　　イブになれば自分の欲求が通るというものではな
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　　く、葛藤も起こるが、意見を出し合って、各々に　　　　くと、60分程度が正味時間である。
　納得のいく結論を出そうとする過程が大事である　　　　重要な留意点としては、学生たちが一つのクラス
　　と伝える。この説明後に再度ロールプレイをみせ、　　　に属しているということである。これは、訓練終了
　理解を促す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　後も同じメンバーで学生生活を過ごしていかなけれ
　　最後にアサーティブな対応のコッとして3条件　　　ばならないことを意味する。さらには、卒業後も同
　　をあげる。第一に相手側への理解を伝え、2人の　　　じ職場で顔を合わせる可能性が高いという現実もあ
　問の橋かけをする。「～こういう事ですよね」と　　　る。このような条件を持つ人たちを対象として訓練
　いう言い方である。第二に自分の感情、気持を表　　　を行う際には、普通以上に相互の人間関係を良好に
　現する。この際自分の気持ちを大事にするが、相　　　保つ配慮が必要である。5つのグループに分かれて
　手を否定しているのではないということを伝える　　　行われるエンカウンターを実施する際にも、グルー
　ため『私メッセージ』を使う必要性を述べる。　　　プ内において、話の流れのなかで登場した個人名を
　「わたしは～と思うのです」という言い方である。　　　グループの外で話さないという約束は非常に大切で
　第三に提案する。断定するのでなく、相手の主張　　　ある。それと同時に、各エンカウンターの流れが同
　　も聞こうとすることで、相互コミュニケーション　　　じような進捗状況になりやすいよう、2日目の午後
　を深めるのだと伝える。「私は～してほしい」「～　　　に全体で集まり一言ずつ発言するG4は一つのクラ
　　してもらえませんか」という言い方である。以上　　　　スということを考慮してのプログラムである。
　の3条件の提示後にスタッフによるロールプレイ　　　　　学生は、初日の夕方から2日目の午前中にかけて、
　で3条件の具体的な表現の確認をさせる。　　　　　　5つの小グループに分かれてエンカウンターを体験
（2）学生にロールプレイを通してアサーションを体　　　している。当然のことであるが、それぞれのグルー
　験させる。3人ずつのグループに分け、予め用意　　　プは異なるプロセスで進んでいる。ここでは、一人
　した異なる場面設定のケース3例を提示し、全員　　　ひとりの発言を聞くチャンスがあり、5つの小グル
　にアサーティブな対応を試みさせる。この部分は　　　一プがプロセスは異なっても、同じようにグループ
　このセッションの中で最も重要なので、体験後に　　　としての仕事をしていることを確認し合える。
　学生同士の話し合いをさせ、かつ、スタッフによ　　　（1）目的：一人ひとりの訓練の進み具合を振り返り、
　る講評を丁寧にすることを心がける。　　　　　　　　　　あるいは整理し、後半に向けての課題を明確化す
　　振り返りの記述には、アサーションは大切だが　　　　る。また、各小グループ間の進捗具合の緩やかな
　難しい、私は『嫌われたくないさん』の対応が多　　　　　かつ自然な調整を目指す。さらに、大人数のなか
　い、言い方でこんなに違った感じがするのか、　　　　で、他者からの刺激を受けつつ自分の内面にも目
　『さわやかさん』と『自己中さん』の分かれ目が　　　　　を向け続けるという体験をする。
　難しい、今すぐはできそうもないが、いつも『嫌　　　（2）方法：全員が、お互いの顔が見えるように円形
　われたくないさん』にはならないようにしたい等　　　　　に座る。マイクを使用し、1人30～40秒くらいで
　があり、自分たちの関係の持ち方に目を向け始め　　　　順番に発言する。始める前に、一斉に目をつぶり
　ているのが分かる。この後小グループでメンバー　　　　　1分程度考える。全員が話し終わった後、終了の
　同士の意見の相違に悩むときに「アサーションで　　　　挨拶をし、振り返り用紙に記入する。
　やれば？」などの提案もあり、多くの学生にアサ　　　　（3）教示：学生の個性や訓練の進み具合によって言
　一ションが一つの表現の仕方として理解されてい　　　　　葉を選ぶ。まず、「感受性訓練も半ばを過ぎよう
　ると判断される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　としています」、あるいは「半ばを迎えました」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　などと始め、「これまでの時間、それぞれの人が
5．G4セッション［全員で分かち合おう（1）］　　　　自分なりの訓練を進めてきたと思います」と進め
　　　　　　　　　　（2日目　14：00～15：10）　　　　　る。ここで、必要があれば、訓練の構i造に沿って
　G4は、5時間の構造的エクセサイズの後に小グ　　　　流れを簡単に振り返る。そして「この時間は、自
ループに分かれて、数回のベーシック・エンカウン　　　　　分が今何を感じているのか、何が印象に残ってい
ターを体験した後、再び参加者全員を一堂に集めて　　　　　るのかなど、ここで伝えられることを一言ずつ話
行われる。このセッションのためには、70分程度を　　　　　して共有したいと思います」と伝える。場合によ
割り当てているが、振り返り用紙記入時間を差し引　　　　っては「そこから、訓練の後半に自分は何をした
44　看護専門学校生の集中的グループ体験における構造的エクセサイズの考察
いのかということも明確になってくるかもしれま　　　ことを付け加える。
せん」と、より促進的な教示を加えることもある。　　　　最後に、こころの仕事をなしえたことに肯定的な
留意点として、発言の前に小グループ名と名前を　　　評価をし、訓練の成果をすぐには実感できない体験
言うこと、他の人の話をよく聴くこと、さらに他　　　にも意味があることを伝え、十分に気をつけて帰る
の人の話を聴きながら自分の気持ちにも注意を向　　　ように注意を与える。
けることを付け加える。
6．G5セッション［全員で分かち合おう（2）］　N・考察
　　　　　　　　　　（3日目　10：30～12：00）　　　　1．訓練の有効性
　G5は、訓練の最後に全員が一堂に集まって行う。　　　　試行錯誤の上、学生の実情の変化に合わせて構造
2日半の総仕上げである。G5は、言葉が出てこな　　　的エクセサイズを大幅に導入した結果、期間が短い
かったり、たくさん話しすぎたりするなど、発言が　　　にも関わらず感受性訓練の成果を上げることが出来
まとまらないで難航が予測されうるセッションであ　　　た。この訓練の有効性について学校側の反応をいく
る。G4同様、学生が訓練終了後も一つのクラスと　　　つか上げる。学生一人ひとりにとっての有効性の考
して機能するために、全員での最終的な分かち合い　　　察は他稿（田中他　1980）に譲る。
が必要である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）平成2年と9年の教育課程の改訂において、こ
（1）目的：2日半の訓練における各グループでの一　　　　　の訓練は継続されてきている。
　人ひとりの体験を共有し、小グループを解散して　　　（2）度重なるスタッフの増員について学校の同意が
　一つのクラスに戻す。また、内面的作業に集中し　　　　　得られている。
　た2日半から日常の生活に戻す。さらに、一人ひ　　　　（3）訓練の後、毎年副学校長とクラス担任と学生た
　とりの訓練体験へのサポートをする。特に、何も　　　　　ちからそれぞれ礼状が届く。その多くは、学生や
　得るものがなかったなどと挫折体験を持つ参加者　　　　　クラスのその後の様子を伝えながら、訓練の成果
　への配慮は欠かせない。　　　　　　　　　　　　　　　を認める内容となっている。
（2）方法：全員が、お互いの顔が見えるように円形　　　　　　以下に、2006年度の副学校長よりの礼状の一部
　に座る。マイクを使用し、1人30～40秒くらいで　　　　　を紹介する。一前略。バスで帰ってきました学
　順番に発言する。始める前に、一斉に目をつぶり　　　　　生を迎えると、皆充実した満足感あふれる顔でし
　　1分程度準備の時間をもつ。もし、発言をまとめ　　　　　た。そして普段かるい感じの学生が「こんなに深
　られず時間が長引く学生が続発した場合には、担　　　　　く考えさせられたことはありません。ほかの学校
　当するスタッフは残り時間を考慮しながら、必要　　　　　にはない合宿で、とにかくすごかったです」と。
　に応じて介入する。全員が話し終わった後、担当　　　　　その言葉がこの合宿を象徴していると、先生方に
　するスタッフはまとめと注意事項を伝える。終了　　　　　感謝です。いつものことながら、手応えを確信し
　の挨拶をし、振り返り用紙に記入する。　　　　　　　　ました。実に意義深い研修です。後略。
（3）教示：「感受性訓練も最後のセッションとなり　　　　（4）卒業後の受け入れ先から「貴校の卒業生は何か
　ました」と始め、訓練全体の流れに簡単に言及す　　　　　あったときに自分を振り返る力がついている」と
　る。その後「それぞれの人が自分なりの訓練を進　　　　の評価を受けた当時の教務部長が、感受性訓練の
　めて、いろいろなことに気づいていると思います　　　　　影響が大きいとして、訓練の継続を決意したとい
　が、この時間は、今言いたいこと、聞いてほしい　　　　　うエピソードもある。
　こと、心にあることなど、この場で伝えられるこ
　との中から一つを選んで話してください」、さら　　　　2．スタッフのチームワークとオーガナイズ機能
　に必要であれば「自分が言いたかったことを他の　　　（1）成果を上げるために、スタッフのチームワーク
　人が話してくれるかもしれませんので、すべてを　　　　　は大切な要素である。思春期心性を有する学生た
　言う必要はありません」と付け加えることもある。　　　　ちに、チームが一一枚岩であることを示すことは、
　留意点として、発言の前に小グループ名と名前を　　　　　彼らが安定して訓練に集中できるための必要不可
言うこと、他の人の話をよく聴くこと、さらに他の　　　　　欠な条件である。もし反目し合えば、直ちにグル
人の話を聴きながら自分の気持ちにも注意を向ける　　　　一プメンバーに影響する。クラスのまとまりのた
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　めにもスタッフは良い関係を築く必要がある。
　　オリエンテーション、構造的エクセサイズ、お
　よび全体セッションは、担当者は決まっているが、
　全スタッフが同程度の力を注いでいることも全体
　のプログラムを成功へと導く重要な要素になって
　いる。また、小グループで難渋している仲間がい
　れば支え合う。そのためスタッフは、頻繁にミー
　ティングを行い、小グループのほかに、スタッフ
　チームというもう一つのグループに属することに
　なる。
（2）オーガナイザーは、小グループとGセッション
　を分担するとともに、訓練のすべてを学校から請
　け負う。スタッフを選定してチームを組み、役割
　を割り振り、スタッフ間の調整を行ってチームの
　志気を一定に保つ。このようなオーガナイズ機能
　は、成果を上げるために不可欠であると考えられ
　る。
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